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覚書骨子覚書骨子

　1　TBSと楽天は「放送とインターネットの連携」を実現するために真摯に協議・
検討を開始。そのための業務提携委員会を発足。

　2　楽天は経営統合提案を一旦取り下げる。

　3　協議期間中、楽天はTBSの持株比率を10%未満まで低下させる。これを超
える保有株式は、みずほ信託銀行に信託。

　4　楽天のTBSに対する最終的出資比率等は、両社で協議。

　5　協議期間は来年3月末日までとし、延長できるものとする。

　（なお、信託されるTBS株式の議決権行使の権限は、みずほ信託に移行）



TBS Value-Up Plan 2010
事業戦略 および 財務戦略
TBS ValueTBS Value--Up Plan Up Plan 20102010
事業戦略事業戦略 およびおよび 財務戦略財務戦略

専務取締役　　　　財津　敬三専務取締役　　　　財津　敬三専務取締役　　　　財津　敬三
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TBS ValueTBS Value--Up Plan 2010Up Plan 2010
バリューアップ計画の概要バリューアップ計画の概要

　　　　　　　　　　　　　　2010年度に向けた事業面の目標

　1　放送事業の価値最大化
　 　 ①全日視聴率：　　　　2010年度 　9%
　 　②スポット5局シェア： 2010年度 25%　

　2　非放送事業の価値最大化
　　　　 不動産事業・その他事業の連結外部売上高　
　　　　　　 　　　　　　　　 2010年度 1,500億円 （前期430億円）

　3　不動産部門の収益部門化
　　　　 2008年1月（赤坂再開発竣工時）めどにセグメントを明確化

　4　コンテンツ関連の事業部門も収益責任明確化
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TBS ValueTBS Value--Up Plan 2010Up Plan 2010
バリューアップ計画の概要バリューアップ計画の概要

　　　　　　　　　　　　　　2010年度に向けた財務面の目標

　1　連結営業キャッシュフロー
　　　　　2010年度　500億円

　2　資本効率を意識した経営
　　　　　ROE、ROAを高める施策　⇒　収益アプローチと資産アプローチ　
　　
　3　株主還元の充実
　　　　　①配当性向　30%　⇒　2006年度実現をめざす
　　　　　②サブ指標としてDOE（株主資本配当率）も活用
　　　　　①と②により、放送業界で実質トップクラスを今後実現していく　
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株主還元状況株主還元状況

TBSは在京キー局比較でROEはトップクラス
配当総額・DOE（株主資本配当率）もトップクラスを目指す

TBS ValueTBS Value--Up Plan 2010Up Plan 2010
バリューアップ計画の概要バリューアップ計画の概要
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TBS ValueTBS Value--Up Plan 2010Up Plan 2010
バリューアップ計画の概要バリューアップ計画の概要

2010年度目標 （ 9%・25%・1,500億円・500億円）に向けた
新中期経営計画

2006年2月（第3四半期決算説明時）までに策定し発表

　　　　　　　　　　事業面の目標

　1　放送事業の価値最大化
　　　①全日視聴率　　　　 2010年度 9%
　　　②スポット5局シェア　2010年度　25%
　2　非放送事業の連結外部売上
　　　　　 　　　 2010年度 1,500億円
　3　不動産部門の収益部門化　2008年1月
　4　コンテンツ関連の事業も収益明確化　

　　　　　　　　　　財務面の目標

　1　連結営業C/F　　　2010年度 500億円
　2　ROE、ROAを高める施策　　
　3　株主還元充実
　　　①配当性向30%（2006年度実現めざす）
　　　②サブ指標としてDOE
　　　放送業界で実質トップクラスを今後実現



TV広告市場を成長させる
メディア価値の最大化

TV広告市場を成長させる
メディア価値の最大化

TBSテレビ専務取締役　　　　城所　賢一郎TBSTBSテレビ専務取締役　　　　城所　賢一郎テレビ専務取締役　　　　城所　賢一郎
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メディア価値の最大化メディア価値の最大化
放送番組をコアとするウィンドー戦略放送番組をコアとするウィンドー戦略

Ⅰ/ Ⅳ

Ⅱ

②ウィンド－
コントロール

③収益力

①
コンテンツ ×

地上放送

VOD配信

系列BS・CS

パッケージ
（DVD等）

番組販売

ワンセグ・地デジ

広告収入
ネット

Mobile

広告収入

月額課金

販売代金

販売代金

コンテンツ課金

広告収入

ウィンドー間シナジー

メディア価値

メディア価値 = ①コンテンツ　x ②ウィンドーコントロール x ③収益力

新型広告モデル
の構築

テレビ収入の強化

他社との提携他社との提携他社との提携
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Eコマース動画配信

TMモバイルTMモバイル

三井物産三井物産

TBSモバイルサイトTBSモバイルサイト

インデックス、DNP、
イマジニア、サイバード

インデックス、DNP、
イマジニア、サイバード

TCエンタテインメントTCエンタテインメント

CCC、IMJCCC、IMJ

王様のブランチでの
双方向ショッピング

王様のブランチでの
双方向ショッピング

アマゾン、電通アマゾン、電通
ポッドキャスティングポッドキャスティング

ニフティニフティ

VODVOD

ネオ・インデックスネオ・インデックス

i-shopi-shop

インデックス
キャスティング

インデックス
キャスティング

インデックス、
田辺エージェンシー

インデックス、
田辺エージェンシー

中国新会社中国新会社

日本エンタープライズ日本エンタープライズ

グランマルシェグランマルシェ

三井物産三井物産

モバイル・ワンセグ

イー・モバイルイー・モバイル

イー・アクセスイー・アクセス

テモテモ

インデックス、各放送局インデックス、各放送局

カラーコードカラーコード

カラージップカラージップ

ナノ・メディアナノ・メディア

伊藤忠商事伊藤忠商事

マルチプレックスマルチプレックス

FM東京、文化放送、
ニッポン放送、J-WAVE
FM東京、文化放送、
ニッポン放送、J-WAVE

音声・音楽配信

トマデジトマデジ

松下電器、NTTグループ松下電器、NTTグループ

ネットマーケティングネットマーケティング

サイバーブレッドサイバーブレッド

News-iNews-i
魅力的な番組を中心とした

多面的な展開

BooBo BoxBooBo Box

合弁会社合弁会社

提携企業提携企業

共同事業共同事業

メディア価値の最大化メディア価値の最大化
モバイル＆ネット分野の提携状況モバイル＆ネット分野の提携状況

トレソーラトレソーラ

フジテレビ、
テレビ朝日

フジテレビ、
テレビ朝日
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地上デジタル放送の接触量は圧倒的 新型広告市場の創出

地デジ・ ワンセグからの
アクセス

地デジ*2：198.7億分/日
ワンセグ・移動体*3： 21.0億分/日

インターネット・スペース

PCからのアクセス

9.9億分*1 /日＜＜＜

ワンセグ・地デジ放送の開始
同放送によるインターネットス
ペースへの誘導
ブロードバンドのさらなる普及

ワンセグ・地デジ放送の開始
同放送によるインターネットス
ペースへの誘導
ブロードバンドのさらなる普及

M x I®*4による新形態広告

の創出
テレビ放送によるインターネ
ット広告市場の取り込み

M x I®*4による新形態広告

の創出
テレビ放送によるインターネ
ット広告市場の取り込み

テレビ ネット

テレビ ネット

テレビ放送画面がポータル化し、
PCに替わってインターネット・
スペースへの大きな入り口となる

10歳～69歳までの総人口 99,872.2千人（出所：　総務省国勢調査）
*1: 10分 x 99,872.2千人 （出所：　ビデオリサーチ）
*2: 199分 x 99,872.2千人（同上）
*3: 63.5分 x 33,130千台（視聴時間:2001-2005博報堂/TBS調査）×携帯端末普及台数
（電通総研/富士キメラ総合研究所/シードプランニング､2010年普及予測値平均)
*4: M（マスメディア）×I（インタラクティブ）は株式会社電通の登録商標

広告市場

広告市場
＜放送＞

＜放送＞

＜通信＞

＜通信＞

メディア価値の最大化メディア価値の最大化
テレビがネット広告を取り込むテレビがネット広告を取り込む
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2006年4月
ワンセグ開始

2011年7月
地デジに完全移行

インターネット
約1800億円

テレビ
約2兆円

市場規模

従来のテレビ
広告市場

2004年
時間

*: M（マスメディア）×I（インタラクティブ）は株式会社電通の登録商標

ワンセグ開始で広がる
テレビ広告市場

M x I ®*より広がる

新形態広告

インターネット
広告市場

注：　図は当社想定

メディア価値の最大化メディア価値の最大化
TVTV広告市場成長のタイムライン広告市場成長のタイムライン
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放送の強みであるマスリーチを活用

当社による入口(1次データリンク)から出口(視聴者のサイトへの誘導)までの一括管理によるバリューチェーンの構築
広告主サイトへのより多くのエクスポージャを提供することによる広告価値の増加

視聴者に多種多様なエンターテインメント、情報、利便性を提供

広告主サイト

他ポータルとの連携

他社の
モバイル
サイト

他社の
ネット
サイト

視
聴
者

当社ワンセグ/地デジポータル　（視聴者インターフェイスはTBSブランド） 媒体価値の強化を支える仕組み
（バックエンドでの提携）

放送による
誘導

媒体価値の
強化

固定テレビ及び
携帯端末画面

BMLサーバ

インターネット

他社の
モバイル
サイト

他社の
ネット
サイト

自社の
モバイル
サイト

自社の
ネット
サイト

他インターネットサイト
との提携・データ交換

デ－タ

番組・CM 番組・CM

1次データ
リンク

1次データ
リンク

1次データ
リンク

①データ放送の
視聴

②リンク情報、コンテンツ
情報などを表示

③ネット・サイトへリンク

メディア価値の最大化メディア価値の最大化
デジタル技術で進化するデジタル技術で進化するTVTVのリーチのリーチ



地上デジタル・ワンセグサービスの

∞　
地上デジタル・ワンセグサービス地上デジタル・ワンセグサービスのの

∞　　
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番組・CMとの連動による、
新たなサービスが提供可能

地地DD・ワンセグサービスの∞・ワンセグサービスの∞

サービスサービス具体具体例例

番組・CMとの連動による新しいサービス形態の可能性

映像放送

情報提供・
コンテンツ配信

広告・
プロモーション

コマース

視聴者の参加

番組を補足する情報を表示

ニュースやCMに連動した詳細情報を表示
緊急・警報放送と連動したエリア情報を受信

クイズなどの番組に携帯電話で回答(参加)を促進
生放送との連動での電話通信

ドラマ、歌番組、CM等との連動で、着メロ・待受画面を
提供

CMや旅行情報などの番組との連動で、クーポンを提供

その他
料理番組との連動で、情報を携帯端末にダウンロード

ドラマやスポーツ等の番組との連動で、携帯端末の
スケジューラーへの登録

ショッピング番組やCMと連動による購入を促進
データ放送

番組データ放送が
ポータルとなる！
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「買う」（購入する）を選択 そのまま携帯電話から通販の
電話番号に発信

商品情報を番組にて配信 「話す」（通話する）を選択

地地DD・ワンセグサービスの∞・ワンセグサービスの∞

デモ①番組連動通信による購入促進デモ①番組連動通信による購入促進



19

CM内容に興味を持った人が
表示ボタンをプッシュ

商品のより詳細な情報が
表示される

地地DD・ワンセグサービスの∞・ワンセグサービスの∞

デモ②デモ②CMCM連動の詳細情報提供で購入促進連動の詳細情報提供で購入促進
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ユーザ

注文
情報

双方向性を活用したコマースサイトとの連携によるテレビコマース

番組(王様のブランチ)にて商
品を紹介

ユーザはTBS内の
ポータルにて商品をクリック

注文情報はTBS内の
サーバを介して
アマゾンのサーバへ

アマゾンよりユーザへ
商品の配送

注文
情報

商品の発送

TBS内サーバ アマゾン内サーバ

視聴・注文

地地DD・ワンセグサービスの∞・ワンセグサービスの∞

リモコン課金決済のＥコマース実験リモコン課金決済のＥコマース実験



当社の決意当社の決意

代表取締役社長　　　　井上　弘代表取締役社長　　　　井上　弘代表取締役社長　　　　井上　弘
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当社の決意当社の決意
事業提携最適化事業提携最適化による企業価値向上による企業価値向上

２００５ ２００６ ２００７ ２００８ ２００９ ２０１０ ２０１１ ２０１２ ２０１３
年度

企業価値 ワンセグ・モバイル
BB 提携

コンテンツ開発・
番組連動物販・
ＤＶＤ・ＶＯＤ提携

既存事業継続

（排他的経営統合）
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本資料に記載されている将来の当社業績に関する見通しほか全ての内容は、本資料
成時点の当社の判断に基づくものであり、記載された将来の計画数値、施策の実現を
確約したり、保証するものではなく、リスクや不確実性を内包するものです。将来の業績
は、経済情勢、市場動向、経営環境などの変化により、記載事項と異なる可能性があ
ことに十分ご留意下さい。

お問い合わせ先お問い合わせ先

〒107-8006

東京都港区赤坂五丁目3番6号

株式会社　東京放送

経営企画局　IR推進室

TEL：03-3746-1111（代表）

FAX：03-5571-2020

将来見通しに関する注意事項



TBS ｆｏｒ ｔｈｅ BestTBS ｆｏｒ ｔｈｅ Best

株式会社　東京放送

2005年11月30日
株式会社　東京放送株式会社　東京放送

20052005年年1111月月3030日日


